
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寸法測定用、かつベースステーション（１０）との光学式無線通信用のプローブ（１）
であって、
　 （４，５）と、
　窓（６）と、
　回路基板（８’）と、
　前記回路基板に配備される複数の光信号送信器および／または受信器（１２，１３）と
、
　を含み、
　前記ハウジング（４，５）は、機械工具に取り付けられる上側部、および測定ステイラ
スが延出する下側部を有し、
　前記回路基板（８’）は前記ハウジング（４，５）の中にあり、
　前記窓（６）は、前記ハウジング（４、５）の前記上側部と前記下側部との間の部分に

位置して、前記光信号を通し、
　前記各信号送信器および／または各受信器は、使用中における前記ベースステーション
（１０）との光信号通信のために、前記窓（６）に隣接して設置され、
　前記回路基板（８’）は、前記ハウジング（４，５）の周方向に沿う形状に曲げられて
、前記窓（６）に隣接する前記ハウジング（４，５）内に配置され、
　前記信号送信器および／または受信器のそれぞれは前記ハウジングの内側から前記窓に
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向かって面し、
　前記各信号送信器および／または各受信器は、 に沿って間隔を
おいて配置されて、異なる複数の方向に面する
　ことを特徴とするプローブ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプローブにおいて、前記ハウジングは、前記上側部と前記下側部に位
置する上側および下側のハウジング部品（４，５）を含み、前記窓（６）は前記２つのハ
ウジング部品の間に圧縮されることを特徴とするプローブ。
【請求項３】
　請求項１に記載のプローブにおいて、前記ハウジングは、前記上側部と前記下側部に位
置する上側および下側のハウジング部品（４，５）を含み、前記窓（６）は前記２つのハ
ウジング部品（４，５）を隔てることを特徴とするプローブ。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載のプローブにおいて、前記各信号送信器および／また
は各受信器は、前記回路基板のみに取り付けられることを特徴とするプローブ。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載のプローブにおいて、前記信号送信器の少なくとも１
つおよび／または前記受信器の少なくとも１つは、赤外線領域において使用可能な光学装
置であることを特徴とするプローブ。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載のプローブにおいて、前記窓は、前記ハウジングの周
方向に沿う環状であることを特徴とするプローブ。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載のプローブにおいて、前記窓はフィルターであること
を特徴とするプローブ。
【請求項８】
　請求項２ に記載のプローブにおいて、前記窓と前記２つのハウジング部品との
間にシールが備えられることを特徴とするプローブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、信号の伝送に用いるプローブの改良された構成に関し、例えば、物理的な大き
さを測定するために情報をトリガするスタイラスに代表される。
【０００２】
大きさ測定用の各プローブは、信号を送信するための配線なしに用いられ、代表的には固
定ベースステーション（例えば、機械工具上）をコーディネートする。
【０００３】
各信号は、赤外線、ラジオウェーブ、または誘導を用いて送信されるものとして知られて
おり、各信号用の各送信器および各受信器の多くは、一般に、プローブの外側表面上に配
置される。そのようなプローブの１つとして、欧州特許Ｎｏ．３３７，６６９が知られて
いる。
【０００４】
好ましくない状態において、それらの各送信器／各受信器は、損傷を受けることになる。
加えて、プローブ内への異物の侵入口をシールすることが必要である。
【０００５】
商業的に利用可能なプローブの１つは、赤外線の送信器／受信器を覆って保護するための
窓を用いる。この窓は、各送信器／各受信器のくぼみ列を覆う環状リングの形態とするこ
とができる。各送信器／各受信器は、その窓の内側におけるプローブの外側表面に配置さ
れることが必要である。
【０００６】
本発明は、信号の送信器および／または受信器を有するハウジングと、その内部にあって
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、信号を通す窓を含む回路基板と、を含む測定プローブを提供し、前記送信器および／ま
たは受信器は、回路基板に配置されて、窓に隣接することが特徴付けられる。
【０００７】
好ましくは、その窓は環状の形態である。
【０００８】
好ましくは、前記送信器および／または受信器は、複数の赤外線の送信器および受信機の
コンポーネントであり、それらは円環の内側に沿って間隔をおいてもよい。回路基板は、
環状の窓の内側に配置してもよく、また脆弱なラインにて曲がるようにしてもよい。窓は
、光を完全あるいは不完全に通してもよく、またフィルターおよび／または視覚的に気を
引くコーティングを含んでもよい。
【０００９】
以下、制限されない例をもって、本発明の実施例を添付図面を参照して説明する。
【００１０】
図１を参照すると、プローブ１は、機械に設置されて示されている。そのプローブは移動
可能であって、物品１１の大きさを決定する。スタイラス９は、物品に接触して物理的な
大きさを決定するために用いられる。無線通信は、プローブ１とベースステーション１０
との間にて行われ、それらの間の各信号は、例えば、物品１１との接触によるトリガ信号
に代表される。ベースステーションとの中断されない通信を可能とするように、複数の各
送信器および／または各受信器をプローブ上にて用いてもよい。プローブ内に１つあるい
は少数だけの各送信器／各受信器の使用を許容するように、複合ベースステーションを用
いてもよい。
【００１１】
図２を参照すると、プローブ１は断面によって示されている。差し口（ spigot）２は、機
械工具のシャンク等に設置されて使用されるであろうし、また測定スタイラス９はスタイ
ラスホルダー３にはめ付けられるであろう。上側および下側ハウジング部４および５は、
信号－透過環状部分６と共に、プローブの本体を構成する。３つのボルト７は、ハウジン
グ部４および５を拘束して、それらの間に信号－透過部分６を挟む。
【００１２】
本実施例において、その環状部分は珪硼酸ガラスであり、プローブ本体の構造要素をもた
らし、またプローブ内部の各回路基板８に表面実装された各送信器／各受信機１２／１３
への、およびからの赤外線を通すための窓を形成する。本実施例において、赤外線の各送
信器および各受信器と各ＬＥＤは基板８に表面実装され、各赤外線信号は、ベースステー
ション１０から各基板８／または各基板８からベースステーション１０へ、直接、窓を通
って通過することができる。その窓は、その内側の表面がシールされて示されているが、
勿論、その各環状端面（ annular end faces）がシールされてもよい。その窓は、不要な
光の周波数をフィルターリングする手段をもたらす。
【００１３】
図３は、同様の符号が付された部分と共に、本発明のプローブの図をさらに示す。
【００１４】
図４および５は、部分的に異ならせたプローブを示す。本実施例は、図２および３に示さ
れる実施例と同様である。図２および３に示される実施例と、図４および５に示される実
施例と、において、共通の部分は同じ符号をもつ。
【００１５】
本実施例において、上側および下側のハウジング４および５は中央ピラー１４によって結
合され、そのピラー１４は、窓のエッジ周りのシール（シール１８）をもたらす以外は、
環状のガラスやプラスチックの窓６を押さない。そのため、本実施例においては、窓は、
プローブの構成の剛体部を形成しない。赤外線の各送信器および各受信器１２／１３は、
窓６の回りに間隔をおいて、プローブ内部の回路基板８′の表面に装着、例えば、直接（
例えば、半田によって）基板の表面に付着、あるいは基板にぴったりと付着されて、ピン
の貫通によって（できる限り半田付けされて）適所に保持される。回路基板８′は、多角
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形に曲がっている比較的剛性の回路基板である。回路基板の曲げは、間隔をおいて基板の
厚みを小さくして、脆弱な各ライン（図５中の１５）を生じさせることにより成すことが
できる。そして、その基板は、脆弱な各ラインにて、所望の形状に曲げられる。
【００１６】
図５は、上側本体４を外した図を示す。回路基板８′は、基板の大きい範囲を使用するた
めに、ピラー１４の回りに形成されて示され、それ自体が重なる。基板８′の部分１６は
、上側本体４内の各ばね押しピン（ sprung-loaded pins）のための接触範囲として使用さ
れる。その各ピン（不図示）は、上側本体４内のバッテリーコンポーネント１７から基板
に電力を供給する。
【００１７】
図２および３に示されるプローブと同様の図４および５に示されるプローブは、プローブ
の本体内にあって、赤外線を通す窓に隣接する電気的なコンポーネント、特に赤外線の各
送信器および各受信器が設置される表面を有する。この構造は、プローブの複雑化を抑え
、コストを抑え、例えば機械の冷却液などの異物の侵入口に対してより確実なシールをす
ることができ、また各コンポーネントが配置された表面の不慮の損傷のリスクを小さくす
る。無口出し線（ no flying leads）は、各送信器／各受信器のために要求され、それは
、今まで回路器板８，８′を外して設置される。第１の実施例において、ガラス部６は、
プローブの構成の部分を形成するため、より簡単な構造が実現される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に用いられるタイプのプローブの全体図である。
【図２】　本発明のプローブの第１実施例の部分を示す。
【図３】　図２に示すプローブを部分的に切り欠いた斜視図である。
【図４】　本発明のプローブの第２実施例を示す。
【図５】　本発明のプローブの第２実施例を示す。
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